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サ
ミ
ッ
ト
は
、

木
中
部
森
林
管
理
局
長
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、「
山
み
ず
季
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｒ
Ａ
つ
た
や
」の
女
将　

池
田
操
子
氏
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人　

桶
仕
込
み
保
存
会
」
理
事
長　

セ
ー

ラ
・
マ
リ
・
カ
ミ
ン
グ
ス
氏
、「
日
本
木
槽
木

管
㈱
」新
城
工
場
長　

平
川
政
治
氏
、「
㈱
桶
数
」

代
表
取
締
役　

伊
藤
今
朝
雄
氏
、「
み
た
け
グ

ル
メ
工
房
」
組
合
長　

西
尾
礼
子
氏
を
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
木
の
良
さ
・
優
位
性
」
に
つ
い
て
、
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

日
頃
か
ら
接
し
て
い
る
桶
・
樽
の
良
さ
、
木
製

品
の
魅
力
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

池
田
操
子
氏
か
ら
は
、「
旅
館
に
木
曽
ヒ
ノ

キ
等
の
地
元
産
材
の
風
呂
桶
を
設
置
し
、
利

用
客
か
ら
「
木
の
香
が
よ
い
」「
肌
に
優
し
い
」

「
湯
冷
め
を
し
な
い
」
な
ど
と
大
変
評
判
が
よ

い
。
木
の
風
呂
桶
に
し
て
よ
か
っ
た
。」
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
何
故
、
桶
・
樽
等
木
工
製
品
の
使

用
頻
度
が
低
い
の
か
？
」
に
つ
い
て
、
①
素
材

重
量　

②
購
入
コ
ス
ト　

③
メ
ン
テ
ナ
ン
ス　

等
の
面
か
ら
代
替
製
品
を
使
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー

が
多
い
傾
向
に
あ
る
と
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ

た
一
方
、
桶
職
人
の
伊
藤
今
朝
雄
氏
か
ら
は
、

「
少
数
派
で
も
い
い
の
で
、
三
百
年
生
の
天
然

木
で
作
製
し
た
桶
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
つ
つ
、

幾
代
も
大
切
に
使
っ
て
貰
い
た
い
。
使
う
使
わ

な
い
は
、
価
値
観
の
違
い
で
あ
る
。」
と
の
発

言
が
あ
り
、
一
時
、
会
場
が
響
め
い
た
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
三
岳
グ
ル
メ
工
房
の
西
尾
さ
ん
か
ら

は
、
木
製
桶
は
寿
司
・
漬
け
物
等
の
食
品
加
工

に
好
評
で
、
特
に
「
す
ん
き
」
漬
け
に
お
い
て

は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
桶
を
使
用
す
る
と
、

発
酵
さ
せ
る
の
に
布
団
等
に
よ
る
保
温
が
必
要

で
あ
る
が
、
木
製
の
桶
を
使
う
と
、
そ
の
必
要

が
な
く
一
日
で
発
酵
し
、
味
が
円
や
か
に
な
り

評
判
が
よ
い
。」、
平
川
政
治
氏
か
ら
は
「
経
験

上
、
木
は
酸
性
か
ら
ア
ル
カ
リ
性
ま
で
の
耐
用

性
が
他
の
素
材
に
比
べ
広
く
、
素
晴
ら
し
い
素

材
で
あ
る
。」
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
桶
・
樽
材
生
産
に
向
け
て
の
森
林

整
備
の
充
実
や
、
桶
・
樽
使
用
の
実
践
と
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
集
約
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

コーディネーター　 木局長

会場の様子

コメンテーターの方々

桶・樽復活宣言

コメンテーターの方々
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最
後
に
池
田
操
子
氏
に
よ
り
「
桶
・
樽
復
活

宣
言
」
が
示
さ
れ
、
満
場
一
致
の
拍
手
で
採
択

さ
れ
、
桶
・
樽
サ
ミ
ッ
ト
は
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
を
通
じ
、
木
曽
の
伝
統
産

業
で
あ
る
桶
・
樽
等
、
木
工
製
品
の
普
及
と
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
を
、
こ
の
木
曽

の
地
か
ら
全
国
に
向
け
発
信
で
き
る
よ
う
、
今

後
の
取
組
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

 

［
企
画
調
整
課
］
一
月
二
十
一
日
、
中
部
森
林

管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
の
ご
参
加
に
よ
り
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
制
度
と
は
、
よ
り
多
く
の

国
民
の
皆
様
に
身
近
な
存
在
と
し
て
国
有
林
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
く
一
般
か
ら
モ

ニ
タ
ー
を
募
り
、
国
有
林
野
事
業
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
国
有
林

野
事
業
に
つ
い
て
の
幅
広
い
ご
意
見
等
を
い
た

だ
き
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
管
理
経
営
に
役
立

て
る
こ
と
で
、「
開
か
れ
た
国
有
林
」
に
ふ
さ

わ
し
い
管
理
経
営
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
会
議
は
平
成
二
十
四
・二
十
五
年

度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
努
め
て
い
た
だ
い
た

三
十
六
名
の
方
々
の
中
か
ら
十
一
名
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
局
長
の
冒
頭
挨
拶
で
始
ま
り
、
事

務
局
か
ら
二
年
間
の
モ
ニ
タ
ー
活
動
の
概
要

（
モ
ニ
タ
ー
会
議
、
二
回
の
現
地
見
学
会
、
五

回
の
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
、
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
の
皆
様
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見
と
局
と

し
て
の
回
答
な
ど
）
に
つ
い
て
報
告
の
後
、
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
、
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
二
年
間
活
動
を
い
た
だ
い
た
中
で
の
ご
意

見
、
ご
感
想
等
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
い

た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
、「
林
業
の

機
械
化
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
ハ
ー
ベ

ス
タ
を
見
て
び
っ
く
り
し
た
」、「
国
有
林
か
ら

の
情
報
発
信
は
以
前
よ
り
増
え
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
」、「
い
た
だ
い
た
資
料
は
百
科
事
典
の

よ
う
な
宝
に
な
る
」、「
資
料
は
、
用
語
が
難
し

い
の
で
、
分
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
」、「
病

院
の
待
合
室
で
気
軽
に
読
ま
れ
る
よ
う
な
冊

子
を
作
っ
て
ほ
し
い
」、「
都
市
部
で
は
森
林
や

国
有
林
関
係
の
情
報
は
少
な
い
の
で
努
力
し
て

ほ
し
い
」、「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
見
学
し

た
か
っ
た
」、「
木
材
利
用
に
つ
い
て
自
治
体
の

み
な
ら
ず
企
業
へ
の
働
き
か
け
を
し
て
は
ど

う
か
」、「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
に
よ
り
植
生
が

単
純
化
さ
れ
て
い
る
」、「
木
造
住
宅
の
耐
震
性

が
疑
問
で
あ
る
」、「
モ
ニ
タ
ー
活
動
が
終
了
し

て
も
国
有
林
と
繋
が
り
を
持
っ
て
い
き
た
い
」、

「
諏
訪
大
社
の
御
柱
が
国
有
林
か
ら
提
供
さ
れ

る
こ
と
は
興
味
が
あ
る
」、「
モ
ニ
タ
ー
活
動
に

参
加
し
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
ご
意
見
、
ご

要
望
が
出
さ
れ
、
局
長
等
か
ら
お
答
え
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
閉
会
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
会
議
は
、
管
理
局
側
の
お
話
や
出
席
者

の
生
の
声
、
考
え
も
わ
か
り
良
か
っ
た
」、「
今

後
も
森
林
の
育
成
・
保
護
活
動
に
か
か
わ
っ
て

い
き
た
い
」、「
国
有
林
は
、
自
信
を
持
っ
て
技

術
を
民
間
に
下
ろ
し
て
く
だ
さ
い
」、「
現
地
見

学
会
へ
の
モ
ニ
タ
ー
家
族
の
参
加
を
検
討
し
て

ほ
し
い
（
交
通
費
は
自
己
負
担
）
」
と
い
っ
た

ご
感
想
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
今
回
の
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
会
議
で
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見

を
、
こ
れ
か
ら
の
国
有
林
野
の
管
理
・
経
営
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

［
企
画
調
整
課
］
昨
年
開
催
し
ま
し
た
、「
カ

ラ
マ
ツ
黄
葉
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」（
中
部
森
林

管
理
局
と
長
野
県
と
の
共
催
）
及
び
「
カ
ラ
マ

ツ
新
緑
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」（
長
野
林
政
協
議

会
主
催
）
の
入
賞
作
品
全
十
五
点
を
Ｊ
Ｒ
長
野

駅
善
光
寺
口
駅
前
広
場
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
写
真
パ
ネ
ル
に
加
工
し
、
長
野
駅
善

光
寺
口
利
活
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
長
野
市

が
、
長
野
市
産
の
間
伐
材
を
使
用
し
て
設
置
し

て
い
る
「
工
事
囲
い
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に

４
月
末
ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

長
野
県
内
外
の
皆
様
に
、
カ
ラ
マ
ツ
の
魅
力

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
長
野
県
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に

モニター会議の様子

局職員及びモニター会議に参加いただいた方々

平
成
二
十
五
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
開
催

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
開
催

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
開
催

カ
ラ
マ
ツ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

　
　
　
　長
野
駅
善
光
寺
口
に
展
示

カ
ラ
マ
ツ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

　
　
　
　長
野
駅
善
光
寺
口
に
展
示
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貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ

の
木
製
仮
囲
い
は
、
長
野
県
県
産
材
振
興
対
策

協
議
会
と
と
も
に
工
事
の
実
施
主
体
で
あ
る
長

野
市
に
要
望
し
、
長
野
県
の
支
援
も
受
け
設
置

さ
れ
た
も
の
で
す
。
木
材
の
利
用
に
よ
り
、
工

事
期
間
の
駅
前
広
場
の
風
景
が
少
し
で
も
魅
力

あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
局
と
し
て
も
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

入
賞
作
品
は
、
中
部
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

 

［
中
信
署
］
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
五

日
、
本
年
度
実
施
し
た
「
カ
ラ
マ
ツ
新
緑
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
斉
藤

毅
さ
ん
（
伊
那
市
）
の
作
品
「
春
の
輝
き
」
を

吉
野
署
長
か
ら
撮
影
地
で
あ
る
塩
尻
市
の
小
口

利
幸
市
長
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
美
し
い
カ
ラ
マ
ツ
の
新
緑
を
観
光
資

源
と
し
て
見
直
す
の
を
目
的
と
し
て
お
り
、
県

内
外
か
ら
の
百
八
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
見
事

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

斉
藤
さ
ん
の
作
品
は
、
塩
尻
市
奈
良
井
の
国

道
三
六
一
号
線
沿
い
で
撮
影
さ
れ
、
青
空
と
鮮

や
か
な
淡
い
カ
ラ
マ
ツ
の
新
緑
、
奈
良
井
川
の

清
流
が
美
し
く
、
塩
尻
市
長
か
ら
は
、「
個
人

的
に
は
カ
ラ
マ
ツ
の
緑
は
桜
よ
り
好
き
。
大
勢

の
市
民
の
皆
様
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
早

速
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
え
ん
ぱ
ー
く
に
展
示

し
ま
す
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
優
秀
賞
の
盛
壮
司
さ
ん
（
長
野
市
）

の
作
品
「
緑
風
の
中
の
青
春
」
に
つ
い
て
は
、

松
本
市
上
高
地
の
梓
川
沿
い
で
撮
影
さ
れ
た
、

淡
い
カ
ラ
マ
ツ
の
新
緑
と
梓
川
沿
い
を
歩
く

初
々
し
い
学
生
達
の
姿
が
見
事
に
マ
ッ
チ
し
た

作
品
で
あ
り
、
撮
影
地
で
あ
る
松
本
市
へ
贈
呈

を
し
ま
し
た
。

　

松
本
市
の
加
藤
銀
次
郎
山
岳
観
光
課
長
か
ら

は
「
昨
年
は
上
高
地
と
野
麦
峠
で
撮
影
さ
れ
た

二
作
品
を
贈
呈
し
て
い
た
だ
き
、
市
の
応
接

室
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
年
も
ま

た
、
贈
呈
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

天
然
カ
ラ
マ
ツ
の
フ
レ
ー
ム
も
色
合
い
が
良
く

年
輪
が
緻
密
で
重
厚
感
が
あ
り
と
て
も
綺
麗
。

商
工
観
光
部
長
室
へ
展
示
し
、
岳
都
、
松
本
市

の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。」
と

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

［
木
曽
署
］
一
月
二
十
二
日
に
城
山
史
跡
の
森

倶
楽
部
の
柿
崎
副
会
長
他
六
名
が
木
曽
青
峰
高

校
を
訪
問
し
、
生
徒
が
製
作
し
た
木
製
ベ
ン
チ

の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

　

木
曽
町
福
島
の
市
街
地
に
隣
接
す
る
城
山
周

辺
に
は
、
国
有
林
、
県
有
林
（
一
部
は
木
曽
青

展示の様子

塩尻市へ作品を贈呈

松本市へ作品を贈呈

贈呈されたベンチ

木
曽
青
峰
高
校
生
徒
か
ら

�

木
製
ベ
ン
チ
が
贈
呈

カ
ラ
マ
ツ
新
緑
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

�

入
選
作
品
を
撮
影
地
各
市
へ
贈
呈

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り
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峰
高
校
の
演
習
林
と
し
て
利
用
）、
寺
社
有
林

か
ら
な
る
里
山
を
「
城
山
史
跡
の
森
」
と
し
て

平
成
十
六
年
に
当
署
と
「
城
山
史
跡
の
森
倶
楽

部
」
と
の
間
で
、「
多
様
な
活
動
の
森
」
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
連
携
し
た
森
林
環
境
教
育
の
活
動
拠
点
と
し

て
整
備
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
城
山
史
跡
の
森
」
は
木
曽
氏
十
八
代
の
領

主
義
康
に
よ
っ
て
福
島
城
（
上
の
段
城
）
の
詰

め
の
城
と
し
て
築
か
れ
た
要
害
堅
固
な
戦
国
末

期
の
典
型
的
な
山
城
跡
や
木
曽
義
仲
が
平
家
追

討
の
兵
を
挙
げ
た
際
に
御
嶽
大
権
現
の
出
現
を

願
い
、
沐
浴
祈
願
し
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
と
言
わ
れ
る
権
現
滝
や
、
多
く
の
大
木
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
地
は
、
木
曽
川
に
沿
っ
た
木
曽
町
の
町
並

や
遠
く
に
木
曽
駒
ヶ
岳
を
望
む
こ
と
が
で
き
、

木
曽
福
島
駅
か
ら
約
十
分
と
ア
ク
セ
ス
が
よ

く
、
中
京
圏
を
始
め
、
多
く
の
方
々
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

贈
呈
を
受
け
た
、
こ
の
木
製
ベ
ン
チ
の
製
作

は
、
昨
年
度
に
続
い
て
の
取
り
組
み
で
す
が
、

今
年
度
は
九
月
か
ら
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
製
作
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

材
料
は
、
高
校
の
先
輩
た
ち
が
「
城
山
史
跡

の
森
」
で
間
伐
し
て
保
管
し
て
あ
っ
た
ヒ
ノ
キ

の
丸
太
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
製
作
は
屋
外
に

設
置
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
丈
夫
さ
に
も
考
慮

し
、
設
計
図
作
成
、
製
材
、
カ
ン
ナ
が
け
、
組

み
立
て
、
塗
装
ま
で
の
全
て
の
工
程
を
生
徒
自

ら
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
代
表
か
ら
「
安
心
し
て
座
れ
る
よ
う
に

作
っ
た
の
で
、
大
切
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
贈
呈
を
受
け
た
柿
崎
副
会
長
か
ら
は
、「
昨

年
贈
呈
さ
れ
た
ベ
ン
チ
も
地
域
住
民
や
観
光
客

が
休
憩
施
設
と
し
て
利
用
し
て
お
り
好
評
で
、

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
に
感
謝
し
ま
す
。」
と
お

礼
の
言
葉
が
あ
り
、
そ
の
後
は
完
成
し
た
ベ
ン

チ
の
前
で
集
合
写
真
を
撮
影
し
、
贈
呈
式
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
贈
呈
さ
れ
た
ベ
ン
チ
は
、
四
月
の
城
山

史
跡
の
森
の
整
備
に
あ
わ
せ
設
置
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン

タ
ー
と
も
連
携
し
て
、
森
林
環
境
教
育
を
始

め
、
城
山
史
跡
の
森
の
活
動
に
積
極
的
に
支
援

を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
一
月
二
十
四
日
、
信
州
大
学
農
学

部
森
林
科
学
科
二
年
生
を
中
心
と
す
る
学
生

二
十
八
名
を
対
象
に
職
場
説
明
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
例
年
信
州
大
学
か

ら
の
要
望
を
受
け
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
署
長
の
国
有
林
事
業
の
概
要
説
明

を
始
ま
り
に
、
森
林
官
、
治
山
技
術
官
、
森
林

整
備
官
等
か
ら
担
当
す
る
業
務
内
容
、
林
野
庁

の
採
用
情
報
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
情
報
等
に
つ
い
て
、
職
員
十
名
で
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
学
生
か

ら
「
外
業
と
事
務
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
な
の

か
？
」
と
い
っ
た
業
務
に
関
す
る
質
問
や
、
女

性
職
員
に
対
し
「
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場

か
？
」
な
ど
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
興

味
・
関
心
の
高
さ
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の
学
生
か

ら
「
林
野
庁
で
の
業
務
内
容
な
ど
細
か
く
知

る
こ
と
が
で
き
、
参
考
に
な
っ
た
。」、「
説
明

の
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た

い
。」、「
公
務
員
と
し
て
の
技
術
職
以
上
の
言

葉
に
よ
る
説
得
力
を
感
じ
た
。」
と
い
っ
た
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、「
中
部
森
林
管
理
局
と
信
州
大
学

農
学
部
と
の
連
携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
が
、
南
信
署
で
も
毎
年
様
々
な

分
野
で
協
力
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
今
後
も

関
係
を
継
続
す
る
中
で
、
今
回
の
様
な
「
国
有

林
で
働
く
」
魅
力
も
学
生
へ
伝
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

贈呈式後の記念写真

森林官による説明

質疑応答の様子

信
大
生
に
国
有
林
で

�

働
く
魅
力
を
紹
介
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 ［
愛
知
所
　
豊
橋
森
林
事
務
所
］

 

鈴
木
永
江
森
林
官

　

豊
橋
森
林
事
務
所
は
、
静
岡
県
と
の
県
境
に

接
し
た
愛
知
県
東
三
河
の
南
部
豊
橋
市
に
位
置

し
、
中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
は
最
も
南
に
所

在
し
ま
す
。

　

管
轄
す
る
国
有
林
は
二
流
域
、
三
市

町
村
の
七
団
地
（
豊
橋
市　

二
団
地　

約

一
千
百
六
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル　

新
城
市
四
団

地　

約
八
百
三
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル　

岡
崎
市

一
団
地　

約
三
百
五
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
約

二
千
三
百
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
公
有
林
野
等
官

行
造
林
一
団
地
（
岡
崎
市　

約
十
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
多
く
が
都
市
部
に
あ
り
、
森
林
と
の

ふ
れ
あ
い
を
求
め
、
多
く
の
方
が
入
林
さ
れ
る

傍
ら
で
、
様
々
な
事
業
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
豊
橋
・
大
沢
国
有
林
は
人
口
三
十
八
万

人
の
豊
橋
市
の
東
部
に
位
置
し
、
豊
橋
自
然
歩

道
等
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
標
高
も
四
百

メ
ー
ト
ル
以
下
、
山
容
も
な
だ
ら
か
で
あ
り
、

各
世
代
の
方
々
が
気
軽
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

北
麓
に
は
花
の
百
名
山
の
一
つ
で
あ
る
葦
毛

湿
原
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
稜
線
ま
で
登
る
と
太

平
洋
や
浜
名
湖
、
天
気
が
良
い
と
き
は
富
士
山

が
眺
望
で
き
、
舟
山
城
趾
を
は
じ
め
中
世
・
近

代
の
史
跡
も
あ
る
た
め
、
人
気
の
登
山
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
登
山
ブ
ー
ム
と
相
ま
っ
て
訪
れ
る
方

が
増
え
て
お
り
、
自
然
歩
道
を
巡
視
し
て
い
る

と
、
多
く
の
登
山
者
が
声
を
掛
け
て
く
れ
ま

す
。　

登
山
者
の
方
々
と
話
を
す
る
中
で
、
間

伐
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
あ
る
方
や
、
歩
い

て
い
る
場
所
が
国
有
林
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
方
も
少
な
く
な
い
た
め
、
今
後
も
対
話
を
通

じ
て
訪
れ
る
方
々
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
事
務
所
の
職
員
は
森
林
官
一
名
、
非
常
勤

職
員
二
名
の
計
三
名
で
、
造
林
・
生
産
請
負
監

督
の
ほ
か
、
境
界
巡
検
、
収
穫
調
査
、
森
林
保

全
巡
視
の
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
は
、
距
離
に
し
て
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
第
一
種
境
界
巡
検
を
主
な
仕
事
と
し
て
お

り
、
な
だ
ら
か
な
山
が
多
く
、
雪
の
な
い
地
域

で
す
が
、
足
場
、
足
元
の
確
保
に
努
め
慎
重
に

行
動
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

事
業
も
ほ
ぼ
完
了
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
来
年

度
は
尾
張
西
三
河
森
林
計
画
区
の
予
備
編
成
が

あ
り
、
早
め
に
準
備
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
所
と
の
連
携
を
は
じ
め
、
地
域

住
民
や
国
有
林
へ
訪
れ
る
方
々
と
の
交
流
を
図

り
な
が
ら
事
業
を
進
め
、
無
事
故
・
無
災
害
で

新
年
度
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
木
曽
地
方
温
帯
性
針
葉
樹
林
検
討
会
第
３
回

　

３
月
４
日　

中
部
局

◎
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

３
月
６
日　

中
部
局

豊橋国有林　神石山で登山者と太平洋・浜名湖を望む

非常勤職員と境界巡検非常勤職員と境界巡検

葦毛湿原のシラタマホシクサ

シ
リ
ー
ズ
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ご当地

自慢
井波彫刻

富山森林管理署

10

宝
暦
・
安
永
年
間
（
一
七
六
三
年
～
一
七
七
四

年
）
の
瑞
泉
寺
再
建
の
折
、
京
都
本
願
寺
の
御

用
彫
刻
師
前
川
三
四
郎
が
派
遣
さ
れ
、
井
波
拝

領
地
大
工
が
こ
れ
に
つ
い
て
習
っ
た
の
が
井
波

彫
刻
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
に
入
る
と
、
寺
院
欄
間
に
工
夫
を
こ
ら

し
た
新
し
い
住
宅
用
の
井
波
欄
間
の
形
態
が
整

え
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
も
、
寺

社
彫
刻
は
活
発
で
、
東
本
願
寺
・
東
京
築
地
本

願
寺
・
日
光
東
照
宮
な
ど
、
全
国
各
地
の
寺

社
・
仏
閣
の
彫
刻
を
数
多
く
手
が
け
、
そ
れ
と

並
行
し
て
一
般
住
宅
欄
間
・
獅
子
頭
・
置
物
な

ど
に
も
力
が
注
が
れ
ま
し
た
。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
豪
華
さ
を
誇
っ
た
寺

社
彫
刻
か
ら
、
現
在
は
民
家
の
室
内
彫
刻
へ
と

移
り
変
わ
り
、
な
か
で
も
住
宅
欄
間
は
そ
の
主

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

名
工
の
子
孫
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、
培
わ

れ
た
「
井
波
彫
刻
」
は
全
国
一
の
高
度
な
技
術

を
誇
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
五
十
年
五
月
、
国

の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
五
年
七
月
に
は
、
井
波
彫
刻
会
館
が
完

成
。
館
内
に
は
、
二
百
二
十
年
の
伝
統
を
誇
る

木
彫
刻
技
術
の
粋
を
集
め
た
作
品
二
百
点
を
展

示
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

彫
刻
師
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
て
き
た
井
波
別

院
瑞
泉
寺
。
そ
の
表
参
道
で
あ
る
八
日
町
通

り
、
門
前
町
と
し
て
発
展
し
た
南
砺
市
井
波
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
別
名
瑞
泉
寺
通
り
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
石
畳
が
敷
か
れ
、
周
囲
の
古

い
家
並
み
と
と
も
に
落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
を
か

も
し
出
し
て
い
ま
す
。
道
の
両
側
に
は
刻
店
、

郷
土
玩
具
店
、
造
酒
屋
な
ど
が
軒
を
連
ね
、
格

子
戸
の
あ
る
町
家
と
と
も
に
趣
の
あ
る
風
景
を

形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。
通
り
に
は
木
製
あ
ん
ど

ん
、
木
製
の
欄
干
彫
り
の
バ
ス
標
識
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
軒
先
に
は
、
世
帯
主
の

木
彫
の
干
支
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す 

。

ア
ク
セ
ス

　

○［
公
共
交
通
機
関
］

　
　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
城
端
線
福
野
駅
か
ら

 

車
で
約
二
十
分

　

○［
自
家
用
車
］

　
　

北
陸
自
動
車
道
砺
波
Ｉ
Ｃ
か
ら

 

約
十
五
分

　

欄
間
・
衝
立
・
パ
ネ
ル
・
天
神
様
・
獅
子
頭

に
代
表
さ
れ
る
置
物
な
ど
の
井
波
彫
刻
。
楠
・

ケ
ヤ
キ
・
桐
を
材
料
と
し
、
荒
彫
り
か
ら
仕
上

彫
り
ま
で
二
百
本
以
上
の
ノ
ミ
、
彫
刻
刀
を
駆

使
し
ま
す
。

　

井
波
彫
刻
の
起
こ
り
は
、
過
去
に
幾
度
も
焼

失
し
た
井
波
別
院
瑞
泉
寺
が
そ
の
都
度
再
建
さ

れ
て
き
た
こ
と
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。住宅欄間

瑞泉寺本堂衝立

菅原道真の木像井波彫刻会館

八日町通り


